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これまでの個別の指導計画は最初の iP Jの部分に多くの時間をかけ，最初の iP Jの
段階の実態把握等の妥当性を重んじてきた。その結果 iP Jが重くなりすぎて回りにくく





















( 1 )経験年数，ベースとする指導法，指導上の得意不得意を密慮して I 2 I 3名のユニッ
トを作り情報交換をしながら授業を行う。



































































した学校組織の専門性向上に関する 4本柱の取り組みから， I研修・研究に関すること j
の内容を中心に，その取り組みをまとめたものである D
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